
  

 

 

 

 

 

 

 

日頃は福島市の福祉行政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

 さて、本市では、子ども・子育て支援法に基づき、「福島市子ども・子育て支援事業計画」（以下、事業

計画）を策定し、保育所（園）、幼稚園、放課後児童クラブなどの子育て施設の充実と連携の強化を図って

おります。 

 現在の事業計画の計画期間は平成３１年度までとなっており、今年度から次期事業計画（計画期間：平

成３２年度～３６年度）の策定に向けた検討を始めております。 

このアンケートは、保護者の皆さまから、現在の子育て施設などの「利用状況」や「今後の利用希望」

などをお伺いし、必要となるサービスの量などを、事業計画に反映させるために実施するものです。 

 お忙しいなか誠にお手数ですが、本市の子育て環境のさらなる充実のために、ご協力くださいますよう

お願い申し上げます。 

平成３０年１２月 

福 島 市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査票の記入にあたって 

 

○この調査は、平成３０年１０月３１日現在、本市に住民登録のある就学前のお子さん（平成２４年４月２日

以降生まれ）の中から約３，３００名を抽出して、その保護者の方にお願いするものです。 

 

〇この調査は無記名で行います。お名前をご記入いただく必要はありません。 

 

○本調査で回答していただいた内容は、上記の目的以外には使用いたしません。また、調査の回答はすべて統

計的に処理し、皆さまにご迷惑をおかけすることはありませんので、率直なご意見をお書きください。 

 

○記入していただいた調査票は、１２月１７日（月）までに、同封の返送用封筒に入れてご返送ください。 

 

○このアンケート調査に関するお問合せは、下記へお願いします。 

  こども未来部 こども政策課 こども政策係 

  ℡（０２４）５７２－３４１６【直通】 

 

 

アンケート調査へご協力ください 

（子ども・子育て支援に関するアンケート票） 

未就学児の保護者の皆さまへ 
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サービスの名前 サービスの概要 対象者 利用可能な時間 利用料 

公立・私立認可 

保育所（園） 

（通常保育事業） 

保護者の就労等により家庭

での保育が難しい場合に、

市長の認可を受けた保育所

（園）でお子さんをお預か

りし、乳幼児期からの保育

を提供します。 

家庭での保育

が難しい、小学

校就学前の子

ども 

（施設により異なる） 

月～土曜日※祝日除く 

8:00 前後 

～18:00 前後 

月額 

(0～2 歳）0～68,000 円 

(3 歳)    0～35,500 円 

(4･5 歳)  0～29,400 円 

 施設数 市立 13 

     私立 31 

小規模保育施設 

（通常保育事業） 
上記と同じ内容で、保育所

（園）より少人数の子ども

を保育する施設です。 

上記と同じ条

件で、0～2 歳の

子ども 

施設により異なる 施設により異なる 

施設  私立 17 

私立認定こども園 

（通常保育事業） 
幼稚園と保育所（園）の機

能をあわせ持つ施設で、就

学前の幼児教育と保育をあ

わせて提供する施設です。 

小学校就学前

の子ども 
施設により異なる 施設により異なる 

施設数 幼保連携型 6 

       幼稚園型   3 

公立・私立認可 

保育所（園） 

（延長保育事業） 

保護者の就労時間や通勤時

間の確保のため、通常保育

の時間をおおむね 30 分以

上延長して、保育所（園）

でお子さんをお預かりしま

す。 

実施保育所

（園）に入所中

で延長保育が

必要と認めら

れる子ども 

（施設により異なる） 

月～土曜日※祝日除く 

7:00 前後 

～19:00 前後 

公立保育所（園） 

 月額 2,500 円 

 日額   200 円 

私立認可保育所（園） 

 施設により異なる  施設数 市立 13 

     私立 31 

小規模保育施設 

（延長保育事業） 
上記と同じ内容で、小規模

保育施設で実施するもので

す。 

上記と同じ条

件で、0～2 歳の

子ども 

施設により異なる 

 

施設により異なる 

 

施設数  私立 17 

私立認定こども園 

（延長保育事業） 
上記と同じ内容で、私立認

定こども園で実施するもの

です。 

実施認定こど

も園に入所中

で延長保育が

必要と認めら

れる子ども 

施設により異なる 施設により異なる 

施設数 幼保連携型 6 

幼稚園型   3 

福島市における教育・保育事業の実施状況 

１～３ページは福島市の主な教育・保育事業の一覧です。 

アンケート記入の参考にしてください。     ※平成 30 年 11 月 1 日現在 

 

アンケートは４ページからになります。 
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サービスの名前 サービスの概要 対象者 利用可能な時間 利用料 

認可外保育施設 

市長の認可を受けていない

が届出を行った保育所（園）

で、通常保育、一時預かり、

夜間保育などのサービスを

提供します。 

小学校就学前

の子ども 
施設により異なる 施設により異なる 

 施設数 28 

公立幼稚園 
小学校以降の学習や生活の

基盤を作るため、公立幼稚

園でお子さんをお預かり

し、就学前の幼児教育を提

供します。 

市立 4･5 歳児 

国立 3～5 歳児 

（施設により異なる） 

平日 

8:30～14:00 前後 

水曜日 

8:30～11:30 前後 

市立幼稚園 

（所得等に応じて異なる） 

 月額 最大 6,300 円 

 

※国立幼稚園 

月額 6,100 円 

 施設数 市立 22

（内、休園 3） 

   国立 1 

公立幼稚園の 

預かり保育 

市立幼稚園で、教育課程に

係る教育時間以外の時間帯

に保育サービスを提供しま

す。 

※ふくしま南幼稚園、ふく

しま東幼稚園、笹谷幼稚園

のみ実施 

実施園に在園

する園児で希

望する子ども 

平日 

18:00 まで 

預かり保育料 

日額  300 円 

 

教材・おやつ代  

日額  100 円 
 施設数  3 

私立幼稚園 

小学校以降の学習や生活の

基盤を作るため、私立幼稚

園でお子さんをお預かり

し、就学前の幼児教育を提

供します。 

満 3 歳児～ 

5 歳児 

※施設により

異なる 

（施設により異なる） 

平日 

8:30 前後 

～14:00 前後 

水曜日 

8:30 前後 

～11:30 前後 

施設により異なる 

※奨励費補助制度あり 

※軽減補助制度あり 

 施設数 15 

私立幼稚園の 

預かり保育 

私立幼稚園で、教育課程に

係る教育時間以外の時間帯

に保育サービスを提供しま

す。 

実施園に在園

する園児で希

望する子ども 

（施設により異なる） 

平日 

19:00 前後まで 

※施設により土曜

日、午後までの実施

あり 

施設により異なる 

 施設数 13 

放課後児童クラブ 

（学童クラブ） 

保護者が昼間家にいない小

学生のお子さんの健全な育

成を図るため、授業の終了

後に適切な遊びの場と生活

の場を提供します。 

家庭での保育

が難しい小学

生 

クラブにより異な

る 
クラブにより異なる 

 施設数 73 

放課後子ども教室 地域の方々の協力を得て、

放課後に学習・スポーツ・

文化芸術活動等を体験する

取り組みです。 

実施校の希望

する児童（全校

生対象） 

6～3 月の火曜日･

木曜日 13:30 から 

6～9 月 17:00 まで 

10～3月 16:30まで 

※長期休業期間は

除く 

無料 

 施設数 １ 

 （水原小学校） 

地域子育て 

支援センター 

地域に密着した児童福祉施

設として、在宅で子育て中

の保護者とお子さんへ、育

児相談、遊びの場などを提

供します。 

在宅で子育て

を行っている

保護者と子ど

も 

施設や事業により

異なる 

無料 

（材料費などは負担） 

 施設数 23 
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サービスの名前 サービスの概要 対象者 利用可能な時間 利用料 

家庭教育学級 

楽しく子育てができるよ

う、子育て中の保護者とお

子さんへ、学習センターで

親子のふれあいや遊び、育

児についての学習、参加者

同士の交流の場を提供しま

す。 

主に乳幼児と

その保護者 

事業の内容により 

異なる 

無料 

（材料費などは負担） 

 施設数 16 

 学級数 28 

ファミリー 

サポートセンター 

育児の援助を依頼したい保

護者と育児を援助できる人

が会員登録し、保護者へ援

助の紹介、あっせんを行い

ます。 

0 歳～おおむね

小学 6年生の保

護者 

随時 

平日 7:00～21:00 

1 時間あたり 

（0 歳～3 歳）800 円 

（4 歳～6 歳）700 円 

（7 歳以上） 600 円 

上記以外の時間 100 円増  

病児･病後児の預かり 100

円増  施設数  1 

子育て短期支援事業 

（ショートステイ） 

保護者の疾病･出産･看護･

災害等により、子育てが困

難になった場合、お子さん

を福祉施設で一時的にお預

かりします。 

2 歳～小学校就

学前の子ども 
7 日以内 

日額 2,750 円 

 

※市民税非課税世帯は

1,000 円 

生活保護世帯及びひと

り親かつ市民税非課税

世帯は無料 
施設数  3 

シルバー人材 

センター 

人生経験豊かなシルバー人

材センター会員が、お子さ

んの訪問型一時預かり、保

育所（園）や幼稚園への送

迎、子育て相談等、幅広い

子育て支援サービスを行い

ます。 

子どもの保護

者 

 

※依頼内容に

より、可否の判

断あり 

随時 内容により異なる 

 施設数  1 

児童センター 
健全な遊びをとおし、心身

の健康増進を図りながら、

お子さんの集団的個別的指

導を行います。 

18 歳未満の児

童とその保護

者 

平日、土曜日 

10:00～18:00 

無料 

（材料費などは負担） 

 施設数  5 
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問１ お住まいの地区をお答えください（あてはまる番号 1 つに○）。 

１．中央 ２．渡利 ３．杉妻 ４．蓬萊 ５．清水 

６．東部 ７．北信 ８．吉井田 ９．西 10．土湯温泉町 

11．信陵 12．立子山 13．飯坂 14．松川 15．信夫 

16．吾妻 17．飯野 18．わからない（住所：               ） 

※住所については、番地等の記入は不要です。 

 

問２ あて名のお子さんの生年月を □内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

 平成□□年 □□月 

 

問３ あて名のお子さんを含めた、きょうだいの人数を □内に数字でご記入ください。お子さんが２人

以上いらっしゃる場合は、一番下のお子さんの生年月を □内に数字でご記入ください（数字は一枠

に一字）。 

 きょうだいの人数 □人 

 一番下のお子さんの生年月  平成 □□年 □□月 

 

問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。 

あて名のお子さんからみた関係でお答えください（あてはまる番号１つに○）。 

１．母親        ２．父親        ３．その他（              ） 

 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶者（夫または妻）の有無についてお答えください（あ

てはまる番号１つに○）。 

１．配偶者がいる           ２．配偶者はいない 

 

問６ あて名のお子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関係でお答えく

ださい（あてはまる番号１つに○）。 

１．父母ともに       ２．主に母親       ３．主に父親  

４．主に祖父母       ５．その他（                       ） 

お住まいの地域について 

あて名のお子さんとご家族の状況について 

記入にあたってのお願い 

・お答えは、設問に従い、あてはまる回答の番号か回答欄に○印をつけてください。 

・お答えのうち □欄は数字、その他を回答した場合は（   ）欄に、内容を具体的にご

記入ください。 

アンケートはこの４ページから２３ページまであります。 
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問７ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか（あてはまる番号すべてに○）。 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

問８ あて名のお子さんの子育てをするうえで、気軽に相談できる人や機関は誰（どこ）ですか 

（あてはまる番号すべてに○）。 

１．祖父母等の親族        ２．友人や知人      

３．近所の人  

４．子育て支援施設（子育て支援センター、放課後児童クラブ、児童センター、NPO） 

５．保健師            ６．保育所（園）、幼稚園、認定こども園 

７．民生委員・児童委員          ８.かかりつけの医師・看護師  

９．自治体の子育て関連担当窓口  10．その他  【例】子育てサークル 

11．いない 

 

 

問 9 子育てに自信を持てないことがありますか（あてはまる番号１つに○）。 

１．はい            ２．いいえ 

 

問 10 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか（あてはまる番号１つに○）。 

１．ゆとりがある      ２．ややゆとりがある      ３．ふつう 

４．やや苦しい       ５．大変苦しい 

 

子どもの育ちをめぐる環境について 
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問１１ あて名のお子さんのご両親それぞれの、現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてお

答えください（母親・父親それぞれのあてはまる番号１つに○）。 

回答項目 （１）母親 （２）父親 

≪記入例≫ ○ ○ 

１．フルタイム（※）で就労中   

２．フルタイム（※）だが、産休・育休・介護休業中   

３．パート・アルバイト等で就労中   

４．パート・アルバイト等だが、産休・育休・介護休業中   

５．以前は就労していたが、現在は就労していない   

６．これまで就労したことがない   

※フルタイムとは、１日８時間・週５日程度の就労を指します。 

問１２ 問１１で「１」から「４」に○をつけた方（就労している方）にうかがいます。 

１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時間」、

「家に帰る時間」について、母親、父親それぞれに、もっとも多いパターンを □内に数字でご記入

ください（数字は一枠に一字、時間は２４時間制）。 

また、土曜日、日曜日、祝日の就労がある場合には、あてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

 

質問項目 母 親 父 親 

１週あたりの就労日数 □日 □日 

１日あたりの 

就労時間 
□□時間 □□時間 

家を出る時間 □□時□□分 □□時□□分 

家に帰る時間 □□時□□分 □□時□□分 

土曜日、日曜日、祝日の 

就労の有無 

（「ある」場合に○） 

１．土曜日 

２．日曜日 

３．祝日 

１．土曜日 

２．日曜日 

３．祝日 

保護者の就労状況について 

⇒問１２、１７へ 

⇒問１２、１３、 

１７へ 

⇒問１４へ 
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問１３ 問１１で「３」または「４」に○をつけた方（パート・アルバイト等の方）にうかがいます。 

   フルタイムでの就労を希望していますか（母親・父親それぞれのあてはまる番号１つに○）。 

回答項目 （１）母親 （２）父親 

≪記入例≫ ○ ○ 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある   

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない   

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望   

４．就労をやめて子育てや家事に専念したい   

 

問１４ 問１１で「５」または「６」に○をつけた方（就労をしていない方）にうかがいます。 

    就労したいという希望はありますか（母親・父親それぞれのあてはまる番号１つに○）。 

回答項目 （１）母親 （２）父親 

≪記入例≫ ○ ○ 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）   

２．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい   

３．１年より先に就労したい   

 

問１５ 問１４で「２」または「３」に○をつけた方（就労したい方）にうかがいます。 

どのような就労を希望しますか（あてはまる番号１つに○）。なお、「２．フルタイム以外」に○

をつけた場合は、希望する就労日数と就労時間について、□内に数字でご記入ください（数字は一

枠に一字）。 

 希望する就労形態・就労日数・就労時間 

（１）母親 

 １．フルタイム（１日８時間・週５日程度の就労） 

２．フルタイム以外（パートタイム、アルバイト等） 

    就労希望 １週あたり □日   １日あたり □□時間 

（２）父親 

１．フルタイム（１日８時間・週５日程度の就労） 

２．フルタイム以外（パートタイム、アルバイト等） 

    就労希望 １週あたり □日   １日あたり □□時間 

⇒問１７へ 

⇒問１５、１７へ 

⇒問１５、１６、 

１７へ 
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問１６ 問１４で「３」に○をつけた方（１年より先に就労したい方）にうかがいます。  

就労を始めるのは、一番下のお子さんが何歳何ヶ月になったころをお考えですか、□内に数字でご

記入ください（数字は一枠に一字）。 

（１）母親  一番下のお子さんが □□歳□□ヶ月になったころ就労したい 

（２）父親 一番下のお子さんが □□歳□□ヶ月になったころ就労したい 

 

 

 

問１７ あて名のお子さんが生まれたとき、父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を取得しましたか

（母親・父親それぞれのあてはまる番号１つに○）。また、取得していない方は、その理由を下の選

択肢から選んで □内にあてはまる記号をすべてご記入ください。 

母親（あてはまる番号１つに○） 父親（あてはまる番号１つに○） 

１．働いていなかった 

２．取得した 

３．取得していない  

    

 

 

１．働いていなかった 

２．取得した 

３．取得していない 

 

 

 

ア．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

イ．仕事が忙しかった 

ウ．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

エ．仕事に戻るのが難しそうだった 

オ．昇給・昇格などが遅れそうだった 

カ．収入減となり、経済的に苦しくなる 

キ．保育所（園）などに預けることができた 

ク．配偶者が育児休業制度を利用した 

ケ．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

コ．子育てや家事に専念するため退職した 

サ．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

シ．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

ス．育児休業を取得できることを知らなかった 

セ．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

ソ．その他（                        ） 

 

育児休業について 

取得していない理由（下の選択肢か

らあてはまる記号をア～ソから選びご記

入ください） 

取得していない理由（下の選択肢か

らあてはまる記号をア～ソから選びご記

入ください） 
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問１８ 問１７で「２.取得した」に〇をつけた方にうかがいます。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか（あてはまる番号１つに○）。なお、復帰した場合は、

お子さんが何歳何ヶ月のときに復帰したか、□に記入してください（数字は一枠に一字）。 

 

職場に復帰した時期 （１）母親 （２）父親 

≪記入例≫ ○ ○ 

１．家族で保育が可能となったとき復帰した   

２．保育所（園）や幼稚園に入ることができたとき復帰した   

３．育児休業中に離職した   

４．その他（                  ）   

 

 

 

 

 

 

 

 

問１９ あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育事業を利用していますか。年間を通じて「定期

的に」利用している施設・事業をお答えください（あてはまる番号すべてに○）。 

１．公立・私立認可保育所（園） 

 

 

３．認可外保育施設 

５．公立幼稚園の預かり保育 

（利用している場合、「４．公立幼稚園」 

とセットで○） 

７．私立幼稚園の預かり保育 

（利用している場合、「６．私立幼稚園」 

とセットで○） 

９．小規模保育施設 

（国が定める最低基準に適合した施設で 

市町村の認可を受けた定員おおむね 

６～１９人のもの） 

11．事業所内保育施設・企業主導型保育施設 

（企業が従業員のお子さんをお預かりする 

サービス） 

13．利用していない ⇒ 問２３へ 

２．延長保育事業 

（利用している場合、１．８．９のいずれ 

かとセットで○） 

４．公立幼稚園 

６．私立幼稚園 

 

 

８．私立認定こども園 

 

 

10．ファミリーサポートセンター 

（ファミリー・サポート事業） 

 

 

12．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターなどがご自宅に訪問し、 

お子さんをお預かりするサービス） 

 

母親が復帰したとき

の子どもの年齢 

□歳□□ヶ月 

のとき 

 

 

あて名のお子さんの平日の「定期的な教育・保育事業」の利用状況について 

ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している施設・事

業を指します。具体的には、幼稚園や保育所（園）など、問１９に示した施設・事業です。 

１～３ページ「福島市における教育・保育事業の実施状況」を参考にしてください。 

父親が復帰したとき

の子どもの年齢 

□歳□□ヶ月 

のとき 
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問２０  問１９で「１」～「1２」に○をつけた方（施設・事業を利用している方）にうかがいます。 

利用している施設・事業はどのくらい利用していますか。また、希望としてはどのくらい利

用したいですか。１週あたり何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）かを □内に数字

でご記入ください（数字は一枠に一字、時間は２４時間制）。 

※全ての施設・事業の合計でお答えください。 

（１）現在 

 １週あたり □日    １日あたり □□時間 （ □□時～ □□時） 

（２）希望 

 １週あたり □日    １日あたり □□時間 （ □□時～ □□時） 

問２１ 利用している教育・保育事業の場所についてうかがいます。「１」～「１9」のあてはまる番号す

べてに○をつけてください。また、「18.市外」を選んだ場合は、福島市以外の市町村名をご記入く

ださい。「19.地域不明」を選んだ場合は、施設名または施設の所在地をご記入ください。 

１．中央 ２．渡利 ３．杉妻 ４．蓬萊 ５．清水 

６．東部 ７．北信 ８．吉井田 ９．西 10．土湯温泉町 

11．信陵 12．立子山 13．飯坂 14．松川 15．信夫 

16．吾妻 17．飯野 18．市外（市町村：               ） 

19．地域不明（施設名または施設所在地：                       ） 

問２２ 施設・事業を利用している理由は何でしょうか（あてはまる番号すべてに○）。 

１．子どもの教育や発達のため 

２．子育てをしている方が、現在就労している 

３．子育てをしている方が、就労予定がある／求職中である 

４．子育てをしている方が、家族・親族などを介護している 

５．子育てをしている方が、病気や障がいがある 

６．子育てをしている方が、学生である 

７．その他（                                     ） 

問２３ 問１９で「1３」に○をつけた方（施設・事業を利用していない方）にうかがいます。 

利用していない理由は何でしょうか（あてはまる番号すべてに○、□には数字を記入）。 

１．施設・事業を利用せず保護者がみている 

２．子どもの祖父母や親戚がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、幼稚園や保育所（園）などに空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、施設・事業の質や場所など、納得できる施設・事業がない 

８．子どもがまだ小さいため（□□歳□□ヶ月くらいになったら利用しようと考えている） 

９．その他（                                     ） 
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※次のページの問２４は、以下の①と②を踏まえて回答してください。 

    なお、アンケート回答時点で既に①「幼児教育・保育無償化」、②「福島市立幼稚園の再編成」 

が実施されていると仮定してお答えください。 

（無償化の対象かどうかは、あて名のお子さんの現在の年齢に当てはめて、回答してください。） 

 

①幼児教育・保育無償化について 

 現在、国では、「幼児教育・保育の無償化」について平成３１年１０月から実施する予定で検討を 

すすめています。 

  無償化の概要は下記のとおりです。ただし、この内容はあくまでも現段階での国の政策方針であり、 

詳細は変更される可能性があります。 

 

【３～５歳】 ・保育所（園）（小規模保育施設含む）、幼稚園、認定こども園の利用料を無償化 

           ・幼稚園の預かり保育の利用料を無償化（上限 月 11,300 円） 

           ・認可外保育施設の利用料を無償化（上限 月 37,000 円） 

【０～２歳】 ・住民税非課税世帯に限り、保育所（園）、認定こども園の利用料を無償化 

           ・住民税非課税世帯に限り、認可外保育施設の利用料を無償化（上限 月 42,000 円） 

                       

 

②福島市立幼稚園の再編成について 

平成３１年４月から、現在２２園ある幼稚園が下記のとおり再編成されます。 

     

区域 現行幼稚園 再編成後

ふくしま南

ふくしま東

ふくしま西

渡利 渡利幼稚園

杉妻

ほうらい

北東 岡山 岡山幼稚園

大笹生

笹谷

おおとり

にしね

ひらの認定こども園

森合 森合幼稚園

清水

（仮称）私立北沢又認定こども園　※平成32年4月開所予定

庭塚 庭塚幼稚園

佐倉

平田

まつかわ西

金谷川

まつかわ東

飯野
いいの認定こども園
（現　飯野おひさま保育所）

佐倉幼稚園

いいざか幼稚園
（現　おおとり幼稚園）

南

まつかわ幼稚園
（現　金谷川幼稚園）

ひらの

西
清水幼稚園

北沢又

南西

中央

ふくしま中央認定こども園
（現　ふくしま東幼稚園・春日保育所）

杉妻幼稚園

北西

笹谷幼稚園
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問２４ 現在、利用している、利用していないにかかわらず、「定期的に」利用したいと考える施設・

事業をお答えください（あてはまる番号すべてに○）。 

     

１．公立・私立認可保育所（園） 

 

 

 

３．認可外保育施設 

 

５．公立幼稚園の預かり保育 

（利用している場合、「４．公立幼稚園」 

とセットで○） 

 

７．私立幼稚園の預かり保育 

  （利用している場合、「６．私立幼稚園」 

  とセットで○） 

 

９. 小規模保育施設 

（国が定める最低基準に適合した施設で 

市町村の認可を受けた定員おおむね 

６～１９人のもの） 

 

11．家庭的保育 

（事業者の家庭でお子さんをお預かりする 

サービス） 

 

13．居宅訪問型保育 

   （ベビーシッターなどがご自宅に訪問し、 

お子さんをお預かりするサービス） 

 

２．延長保育事業 

（利用している場合、１．８．９のいずれ

かとセットで○） 

 

４．公立幼稚園 

 

６．私立幼稚園 

 

 

 

８．公立・私立認定こども園 

 

 

 

10．ファミリーサポートセンター 

  （ファミリー・サポート事業） 

 

 

 

12．事業所内保育・企業主導型保育施設 

（企業が従業員のお子さんをお預かりする 

サービス） 

 

14．その他（              ） 

 

問２５ もし無償化が実施されず、従来通りの利用料がかかる場合、問２４の利用希望は変わりますか

（いずれかの番号に〇）。 

「２．変わる」を選択した場合、（ ）に問２４の選択肢から希望する施設・事業の番号をご記

入ください（あてはまる番号すべて）。 

 １．変わらない 

 ２．変わる（               ） 
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問２６ 利用したいと考える施設・事業の場所についてうかがいます。「１」～「1９」のいずれかに○を

つけてください。また、「18.市外」を選んだ場合は、福島市以外の市町村名をご記入ください。「19.

地域不明」を選んだ場合は、施設名または施設の所在地をご記入ください。 

１．中央 ２．渡利 ３．杉妻 ４．蓬萊 ５．清水 

６．東部 ７．北信 ８．吉井田 ９．西 10．土湯温泉町 

11．信陵 12．立子山 13．飯坂 14．松川 15．信夫 

16．吾妻 17．飯野 18．市外（市町村：               ） 

19．地域不明（施設名または施設所在地：                       ） 

 

問２７ 利用したいと考える施設・事業は、あて名のお子さんが何歳何ヶ月のときから利用するのが望ま

しいですか（数字は一枠に一字）。  

 

 

 

問２８ 問２４で「幼稚園」または「幼稚園の預かり保育」に〇をつけ、かつ他の施設・事業にも〇をつ

けた方にうかがいます。特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用

を強く希望しますか（いずれかに〇）。 

 

 

 

 

 

問２９ あて名のお子さんは、現在、地域の子育て支援センター（親子が集まって過ごしたり、相談をし 

たり、情報提供を受けたりする場）を利用していますか（いずれかに○）。また、利用している方

は、おおよその利用回数を □内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

１．利用している 

     １週あたり□回 もしくは １ヶ月あたり □□回程度 

 

２．利用していない 

 

子育て支援センターの利用状況について 

１．はい  ２．いいえ 

子どもが □歳 □□ヶ月のとき 
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問３０ 問２９のような地域の子育て支援センターについて、今は利用していないが、できれば今後    

   利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけ

て、おおよその利用回数を □内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

１．利用していないが、今後利用したい 

     １週あたり □回 もしくは １ヶ月あたり □□回程度  

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい  

１週あたり さらに □回 もしくは １ヶ月あたり さらに □□回程度  

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

 

 

 

問３１ あて名のお子さんについて、土曜日、日曜日、祝日に、定期的な教育・保育事業の利用希望

はありますか（一時的な利用は除きます）。あてはまる番号１つに○をつけて、利用したい時

間帯を □内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字、２４時間制）。 

※教育・保育事業には、親族・知人による預かりは含みません。 

 

（１）土曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい         利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい        

 

（２）日曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい         利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい        

 

（３）祝日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼすべての祝日に利用したい    利用したい時間帯 

３．年に何回かは利用したい        

 

 

 

休日や長期休暇中の「定期的な」教育・保育事業の利用希望について 

□□時から □□時まで 

□□時から □□時まで 

□□時から □□時まで 
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問３２ 日曜日、祝日に保育の希望がある方にうかがいます。（利用する必要のない方 ⇒ 問３３） 

    あて名のお子さんの日曜日、祝日の対応について、現状ではどう対応していますか。あては

まる番号１つに〇をつけてください。 

１．保育所（園）等の施設に預けている。 

２．保育所（園）等の施設に空きがないため、保護者、祖父母、親戚、友人等がみている。 

３．経済的な理由で利用できないため、保護者、祖父母、親戚、友人等がみている。 

４．時間帯の条件が合わないため、保護者、祖父母、親戚、友人等がみている。 

５．施設の質や立地・交通の便など、納得できる施設がないため、保護者、祖父母、親戚、友人等がみ 

ている。 

６．その他（                                     ） 

 

問３３ 夜間の保育についてうかがいます。 

    あて名のお子さんについて、曜日を問わず、夜間（１９時以降）まで保育所（園）等の施設

を利用する希望はありますか（いずれかに〇）。 

    また、希望する場合、何時まで利用したいですか（数字は一枠に一字、２４時間制）。 

１．利用する必要はない 

２．利用したい       利用したい時間 

 

問３４ 「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期休暇期間中に、教育・保育事業の利用

を希望しますか。あてはまる番号１つに○をつけて、利用したい時間帯を □内に数字でご記

入ください（数字は一枠に一字、２４時間制）。 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい      利用したい時間帯 

３．休みの期間中、週に数日利用したい       

 

 

 

 

問３５ 問１９（９ページ）で「１～1２」に○をつけた方にうかがいます。この１年間に、あて名

のお子さんの病気やケガにより、定期的な施設・事業が利用できなかったことはありますか（い

ずれかに○）。 

 １．あった   ⇒ 問３６へ      ２．なかった     ⇒ 問３９へ 
 

 

 

□□時から □□時まで 

あて名のお子さんの病気の際の対応について 

（平日の教育・保育事業を利用する方のみ） 

□□時まで 
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問３６ その場合、行った対処方法としてあてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの日数も □

内に数字でご記入ください（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。数字は一

枠に一字）。 

 １年間の対処方法 日数 

１． 父親が休んだ □□日 

２． 母親が休んだ □□日 

３． （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった □□日 

４． 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた □□日 

５． 
病児・病後児の保育を利用した 

（保育所（園）で実施しているサービスを含む） 
□□日 

６． ベビーシッターを利用した □□日 

７． 
ファミリーサポートセンター（ファミリー・サポート事

業）を利用した □□日 

８． 仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□日 

９． その他（                    ） □□日  

 

問３７ 問３６で「１、２」に○をつけた方にうかがいます。 

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設などを利用したい」と思われましたか。

あてはまる番号１つに○をつけ、日数についても □内に数字でご記入ください（数字は一枠

に一字）。なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前に

かかりつけ医の受診が必要となります。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい   □□日 ⇒ 問３８へ 

２．利用したいとは思わない ⇒ 問３９へ               

    
 

問３８ 問３７で「１」に○をつけた方にうかがいます。 

お子さんを預ける場合、どのような形態が望ましいと思われますか（あてはまる番号すべて

に○）。 

１．利用している幼稚園・保育所（園）等の施設に併設した施設 

２．小児科に併設した施設 

３．地域住民が自宅へ訪問するなど、身近な場所でお子さんをお預かりするサービス 

（例：ファミリー・サポート事業など） 

４．その他（                            ） 

   

⇒問３７へ 
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問３９ あて名のお子さんについて、日中の保育や病気のため以外に、保護者の私用、通院、不定期

の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、

ある場合は、１年間の利用日数（おおよそ）も□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一

字）。 

利用している事業・日数（年間） 

1．一時預かり 

  （私用など理由を問わずに保育所（園）などで一時的にお子

さんを保育する事業） 
□□日 

２．幼稚園の預かり保育（不定期に利用する場合のみ） □□日 

３．ファミリーサポートセンター 

（ファミリー・サポート事業） □□日 

４．子育て短期支援事業（ショートステイ） □□日 

５．その他（                    ） □□日 

６．利用していない  

問４０ 問３９に関して、利用したいときに、利用できなかったことはありますか？ 

ある場合は、その理由について、あてはまる番号・記号すべてに〇をつけてください。 

１．ある ⇒ ア.料金が高いため利用できなかった 

       イ.時間帯の条件が合わず利用できなかった 

       ウ.立地や交通の便の問題で利用できなかった 

       エ.申し込んだが断わられた 

       オ.その他（                             ） 

２．ない             

問４１ 問３９に関して、年間何日くらい事業を利用する必要があると思いますか。利用希望につい

て、あてはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な日数をご記入ください（利用したい日数

の合計と、目的別の日数を □内に数字でご記入ください）。（数字は一枠に一字）。 

１．利用したい ⇒ 問４２へ 
計□□日 

 
ア. 

お子さん（兄弟姉妹含む）や親の習い事、買い物などの私用、 

リフレッシュなど □□日 

 
イ. 冠婚葬祭、学校行事、お子さん（兄弟姉妹を含む）や親の通院など □□日 

 
ウ. 不定期の就労 □□日 

 
エ. その他（               ） □□日 

２．利用する必要はない  ⇒ 問４３へ  

あて名のお子さんの「不定期な教育・保育事業」の利用について 
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問４２ 問４１で「１．利用したい」に〇をつけた方にうかがいます。 

    お子さんの一時的な預かりを行う施設について、保育施設等の他にどんな施設での預かりが

あったら便利だと思いますか？あてはまる番号すべてに〇をつけてください。 

    また、「４．駅」を選んだ方は、駅名まで記入してください。 

１．市役所・支所 

２．学習センター 

３．中心市街地の施設 

４．駅（      駅） 

５．大型ショッピングセンター 

６．娯楽施設 

７．病院 

８．その他（                  ） 

  

 

問４３ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子

さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つ

からなかった場合も含みます）。あった場合は、対処方法としてあてはまる番号・記号すべて

に○をつけ、それぞれの日数も □内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

 １年間の対処方法 日数 

１．あった ア. （同居者を含む）親族・知人にみてもらった □□泊 

 イ. 子育て短期支援事業（ショートステイ）を利用した □□泊 

 

ウ. イ.以外の保育事業（認可外保育施設など）を利用した □□泊 

 
エ. しかたなく子どもを同行させた □□泊 

 
オ. しかたなく子どもだけで留守番をさせた  □□泊 

 
カ. その他（               ） □□泊 

２．なかった  
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問４４ あて名のお子さんについて、将来、小学校の放課後の時間をどのような場所で過ごさせたい

と思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週あたりの日数を数字で

ご記入ください。また、「５．放課後児童クラブ（学童クラブ）」の場合には、利用を希望する

時間も □内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字、時間は 24 時間制）。 

 週あたりの日数 

１．自宅 
週□日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 
週□日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、学習塾など） 
週□日くらい 

４．スポーツ少年団 
週□日くらい 

５．放課後児童クラブ（学童クラブ） 

週□日くらい 

→ 下校時から 

□□時□□分まで 

６．放課後子ども教室（水原小学校のみ実施） 

 週□日くらい 

７．児童センター  
週□日くらい 

８．ファミリーサポートセンター 

（ファミリー・サポート事業） 週□日くらい 

９．その他（学習センター、公園など） 
週□日くらい 

 

問４５ 問４４で「５．放課後児童クラブ（学童クラブ）」に○をつけた方にうかがいます。 

どの地区の放課後児童クラブの利用を希望しますか。「１」～「１9」のあてはまる番号１つに

○をつけてください。また、希望する学区を（   ）内にご記入ください。 

※「18.市外」を選んだ場合は、福島市以外の市町村名をご記入ください。「19.地域不明」を

選んだ場合は、施設名または施設の所在地をご記入ください。 

１．中央（    小学校区） ２．渡利（    小学校区）  ３．杉妻（    小学校区）  

４．蓬萊（    小学校区） ５．清水（    小学校区）  ６．東部（    小学校区） 

７．北信（    小学校区） ８．吉井田（    小学校区） ９．西（    小学校区） 

10．土湯温泉町（    小学校区）  11．信陵（    小学校区）    

12．立子山（    小学校区） 13．飯坂（    小学校区） 14．松川（    小学校区） 

15．信夫（    小学校区）  16．吾妻（    小学校区） 17．飯野（    小学校区）   

18．市外（市町村：           ）             

19．地域不明（施設名または施設所在地：                     ） 

※お住まいの地域以外の利用も可能です。 

あて名のお子さんの放課後の過ごし方について 
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問４６ 問４５で回答した放課後児童クラブの希望理由について、あてはまる番号すべてに〇をつけ

てください。 

１．子どもが通う小学校（もしくはその近隣）にあるから 

２．多くの友人の子どもが利用すると聞いているから  

３．クラブの雰囲気が好きだから 

４．集団生活の機会がより多く必要だから  

５．自宅の近くにあって便利だから 

６．会社の近くにあって便利だから 

７．利用時間や利用条件が家庭の事情にあっているから 

８．その他（                        ） 

 

問４７ 問４４で「５．放課後児童クラブ（学童クラブ）」に○をつけた方にうかがいます。 

土曜日、日曜日、祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。（１）（２）（３）それ

ぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけ、利用したい時間帯を、□内に数字でご記入く

ださい（数字は一枠に一字、時間は２４時間制）。 

 

（１）土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から□□時まで 

３．利用する必要はない 

 

（２）日曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から□□時まで 

３．利用する必要はない 

 

（３）祝日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から□□時まで 

３．利用する必要はない 
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問４８ すべての人にうかがいます。お子さんの、夏休み・冬休みなど長期休暇期間中に、放課後

児童クラブの利用希望はありますか（あてはまる番号１つに○）。また、利用したい時間帯を

□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字、時間は２４時間制）。 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい       利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい      □□時から□□時まで 

３．利用する必要はない 

 

 

問４９ 福島市における子育ての環境や支援への満足度についてお答えください（あてはまる番号１

つに○）。 

満足度が低い                  満足度が高い 

１     ２     ３     ４     ５ 

 

問５０ 定期・不定期を問わず、利用している施設・事業について、何でお知りになりましたか（情

報源はどこでしたか）。あてはまる番号すべてに〇をつけてください。 

１．行政機関の窓口（電話での問い合わせ含む） 

２．市のホームページ 

３．市の子育て支援ガイドブック「えがお」 

４．市政だより 

５．保育所（園）等の施設 

６．近所の人、友人など 

７．その他（                                     ） 

８．施設・事業を利用していない 

 

地域の子育て支援について 
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問５１ 福島市を「もっと子育てしやすいまち」にするために、市が取り組むべきことについて、特

に重要と思う項目を１つ（◎）、次に重要と思う項目を２つ（〇）選び記入欄に記入してくだ

さい。 

№ 
◎〇 

記入欄 
項 目 主な内容 

0 ◎ 
←記入例  ◎は１つ 

      〇は２つ 
○○事業、△△の取り組み など 

１ 
 

待機児童を解消する 
保育施設や放課後児童クラブ（学童クラブ）の整備・充

実、保育士の確保 など 

２ 
 

多様な保育を行う 
夜間・休日等の保育、障がい児受け入れ保育、医療的ケ

ア児保育支援 など 

３ 
 

特色ある保育を行う 
自然体験・英語・体力・音楽などを取り入れた特色ある

保育 など 

４ 
 

健やかな成長を支援する 
児童虐待の防止、ＳＮＳ犯罪の防止、いじめ・不登校対

策、貧困対策 など 

５ 

 

良好な学習環境を確保する 

校舎等の改修（トイレ洋式化・耐震改修・老朽校舎建替

え等）、ＩＣＴ教育環境整備、特別支援教育の充実、自

主的な活動や学習の支援 など 

６ 
 

特色ある教育を行う 
学力向上対策、英語・ＩＣＴ教育の推進、オリンピック・

パラリンピックを契機としたスポーツの振興 など 

７ 
 

子どもたちの健康を守る 
健康診断、子どもの歯の健康づくり、任意の予防接種の

補助、放射線教育、食育の推進 など 

８ 

 

経済的な負担を減らす 

幼稚園・保育所（園）の保育料軽減、こども医療費の助

成、放課後児童クラブ（学童クラブ）利用料・学校給食

費の負担軽減 など 

９ 
 

経済的な支援を行う 子育てを応援する手当 など 

10 
 

遊び場等を整備する 児童公園の充実、室内子ども遊び場の整備 など 

11 
 

情報提供と相談を強化する 
子育て応援アプリ等による情報提供、発達相談の強化 

など 

12 
 

男性の育児参加を進める イクメン支援企業認証、男性の育児休業の取得支援など 

13 

 

その他 

自由に記入ください 
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問５２ 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にご記入ください。（例 周囲からのサポートなど） 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

アンケート調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。  

切手は貼らずに同封の返送用封筒に入れ、郵便ポストへ投函ください。 


